
2015 年 3 月

2015 年度修士課程２年以上在学の学生 各位

大学院法学研究科

修士論文計画書の提出について

新年度に修士課程 2 年以上に在学予定であり、修士論文計画書未提出の方は、以下の

案内にしたがって提出してください。新１年生のうち１年修了希望者に対する案内は、

6 月に掲示いたします。

《２０１５年度日程》
４月 修士論文計画書提出

７月 修士論文報告会

１２月中旬 修士論文概要書提出

１月中旬 修士論文提出

《修士論文計画書提出要領》
【対 象】2015 年度 修士課程２年

○計画書の書式は法学研究科ホームページからダウンロードしてください。

○計画書提出受付：２０１５年４月１０日（金）～４月１８日（土）

【提出部数】４部

【提出場所】法学研究科事務所

【書式】所定の書式。片面印刷。左２個所ホチキス留め。頁数自由。

【計画書記載内容】

①論文のテーマと構成（章立て）、②問題関心、③分析対象・史資料、④分析の

方法、視角、⑤先行研究の概要、⑥先行研究に対する論文の位置、⑦文献目録

〔ご参考〕「ＭＤ一貫制への移行に伴う新指導体制について（2008 年 4 月 16 日）」より抜粋

１． 博士前期・修士課程の指導体制

（１）前期・修士課程２年生の４月に、修士論文計画書を提出します。

（２）前期・修士課程２年生の７月に、原則として専修単位で「修士論文報告会」を開催します。この報告会は公開とします。当該専

修所属の修士１年生もこの報告会への出席が義務付けられます。

（３）「修士論文報告会」終了後、指導教授は、修士論文提出候補者ごとに、2 名の教員を選任し、指導教授を含む「修士論文指導審

査委員会」を構成します。同委員会は、修士論文提出候補者の指導と、論文審査に当たります。

（４）「修士論文指導審査委員会」は、１２月中旬に設定される修士論文概要書提出締切日までに委員会を開催し、当該候補者に修士

論文を提出させるか否かを決定します。

（５）「修士論文指導審査委員会」により修士論文の提出を許可された院生は、12 月中旬に設定される締切日までに、修士論文概要書

を提出し、翌年 1 月中旬に設定される締め切り日までに、修士論文を提出します。

（６）修士論文を提出した院生は、２月上旬の修士論文審査試験を受験し、後期課程に進学を希望する院生は同時に進学のための口述

試験を受験します。両試験に合格した者が、後期課程に進学します。ただし、社会人入試入学者は外国語試験を受験しなければ

なりません。

（７）修士論文の審査では、①文献資料の引用の適否、②研究テーマに関する先行業績の的確なフォロー、③資料分析能力、④論証方

法の的確性、⑤結論の妥当性、⑥視角ないし問題意識の明確性、斬新さ、⑦将来の独創的研究への展開可能性、また補足的に、

比較法能力、実態調査能力などが、審査の対象となります。

（８）修士の学位を得て、前期課程を修了したものの、後期課程への進学の口述試験に不合格だった者で、その翌年度の後期課程入学

試験を受験する者は、外国語の試験を免除されます。ただし、2006 年度以降の一般入試・自己推薦入試入学者に限ります。

なお、翌々年度からは、通常の編入試験を受験することになります。

以 上
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